
 

10月 19日（金） 

 「看取りの看護」「呼吸器の取り扱

い」「六ヶ月フォローアップ」「すぐ

に役立つモニター心電図」研修をお

こないました。ハードスケジュール

でしたが、有意義な一日でした。 

「看取りの看護」では緩和ケア認定看護師による 2時間 45分の講義の中で、死の体験旅行が印象的でした。 

患者さんに寄り添う看護師をめざして頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

新人研修 

 

～新人看護師の報告書から～ 

・がんを患った患者さんになり自分の大切なものを一つずつ捨てていく体験をおこないました。捨   

てる付箋を一枚一枚選びながら私はどれも選べないと感じとてもつらい気持ちになりました。 

死の体験を行ったことによって患者さんの気持ちを少しでも理解できたように感じました。 

・死ぬというのは自分が今まで手に入れてきた大切な物や人、環境をすべて失っていく過程を辿る

ことであり、本当に大きな喪失感が伴うことを実感しました。 

・事例を通して援助方法を学び、看護師としての役割を知りました・・・。 

死の体験旅行 



 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒヤリ・ハットを中心にグループワークを行いました。                                               

 

呼吸器を体験しながらの研

修。呼吸器の作動が理解しや

すかった 

 

 

モニター心電図 

医師に報告する際は「いつから、

どれくらい、R-R間隔は、QRS

幅は、血圧は、患者さんの訴えは」

などに注意し、観察を行い報告を

行っていきたい 


